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1 第 弾 鶴 欄

事 業 者 排 出 量 削 減 報 告 書

独立行政法人国立病院機構 京 都医療センター

と 1核 当する口に1ま レ 印を記入してください。特定事業者以外の l■柴者の方はレ,1の記入は不要てす。

2「 基準年度」とは計画期的の前年度を  f目 標年度Jと は科画妍P,の最終年度を  「報告年度Jと は計画期側のうち 今 世i既告の対象となる年度をいいます

3「 事業所や排出区分Jと は'〔都府内のユ末所等の下来活動のためのエネルギーの使用に11い発生する濫室効果ガスを  r衛 さ車両排出区分Jと は自動京丑送,f差をについては使用の本処の位置

を京都Hf内とする車両の排出するlR“効果ガスを 鉱 通Jf素子については保有する貨物車両又rirFtを車両の排出する濃電効果ガスを  「その他排出区分Jと は上記以外の京都府内における
lr求

Prl守の打業活動にいい発生するほ室効果ガスをいいます。

4「 その位の地球温l■化対策によるlLミ効果ガスの崎1滋ft守Jの 突橋については :1画期間中の実縦の解計を記入してください.
(例)グ リーン電力の郎人による温室効果ガスの制渡安縦が 18年 度5ト ンで19年度10トンのjtr合 19年 度の報告書の実務については 18年 度と 19年 度の実績を昇計し15トンと紀人

5「 行記丁項Jに は 平成 2年度 (1990年 度)を 基準とした排出量の/j比やエネルギ
ー尿単位で0増1出抵 省 エネ製品開発など他者の濃生効果〃ス排出市け波への京献 グ リ

ーン調荘の採用

特定フロンなどの条例梅定外の温宝効果ガスの制滅などを記入してください。

院長 藤 井
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予定事実者の

主たる業種 病 院

該当する事業

者要件 マ 京都府地球温暖に対策条例施行規則第10条第1号該当事業者 (大規模エネルギ
ー使用事業者 (原油に換算して1,500キロ'ッ トル以上))

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第2号又は第3号該当事業者 (大規模運送事業者 (トラック又はバス100台以上/タ クシ
ー150台以

上/鉄 道車両150両以上)
京都府地球温暖化対策条例施行規貝J第10条第4号該当事業者 (その他の温室効果ガスの大規模排出事業者 (二酸化炭素に映算して3,000トン

以上))

「

「

計 画 期 間 平成 1 8 年 4 月 ～  平 成 20をF 3月

墨 不 万 卸 ニネルギー消費効率の改善、廃棄物排出量の削減等、病院を上げて5%以 上の二酸化炭素排出量の削減を目指す。
((18〉職員の軽装勤務による省エネ動務や、空調機器の設定を夏期28度にするよう徹底する)
((19〉131年度と同様の取り組みと職員による空調機器にフィルタ

ー清掃による熱効率の改善をおこなつた)

推 進 体 制 院内で療養環境及び患者サービスを検討する 『患者サービス向上委員会』において、夏期電力の抑制について雲温管理と節電を職真にH却

徳産する。
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年度 接備、対象、工程等 措 置  内  容

事務 ・診療部門

駐車場

事務 診 療部門

事務 診 療部門

ス

等

却搾
温

の 排出区分
基 準 年 度 く実 預 )

く17)年度
(二酸化炭tt換算 (t))

日様牛渡 (計田,
(19)年度

〈こ磁化炭来換算 〈t〉〉
陸調的

報告年度 (英積)

(18)年 度
(二殴化炭素換算 (t)〉

陣軸
岡A事 業所等,F出区分 5,966 t S,396 t -76% 5,688 t - 4 夕 %

B輸 送車両排出区分 t t % t %

Cそ の他排出区分 t t % t %

排出合計 1         5,966 t Ⅲ,         5,396 t ―夕 6% 4                               5,688 ↓ -4夕 %

その他の地球
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減量
等

対策等の区分
目標年, 報告年度

取組量等 く二酸fヒ炭素換界 くヽ 取紹量守 〈二酸化炭素換算 て

林の保全及び (鞠 常面積| (吸収愛) t 〈髭備面積| ( 吸収 ■)

産 の木 材 の ' (利用量) くヽ」減曇) t (利用曇) (肖J済盤〉 t

自然エネルギーを利用した
電力又は熱の供給

(究電畳) 【wh (HJ践量) t (完電曇) 【vh (高け涯量) t

(然供給控 (制減D t (烈tL結監| C」 (高せ蔵玉〉 t

グリーン電力の購入 〈購入量) 【wb く制濃■) t (蜂入空) kvヽ (Ijl滋抵〉 t

Hl減量等合計 。         5,396 t t

差引排出量

(排出合計一削減等合計〉

基準年度 (実練) 目標年度 (計画) 制滋単 (計廟〉 報告年度 (実績) 制滅車 (突縦)

1         5 966 t (ヤ)lH3)     5,396 t ―夕6% (■)(・)                          5)638 t 4″ %

特 記 事 環 19年度についてもアイドリンク
長期になることが予想される。
い地球温暖化防止に貢献した↓

部 署

ス トップ、総入物品のノンパックージの推奨に取り組むが、夏場の気温上昇で24時間の室温ヨントロ
ールが必要となる翔同か

地球豪境の急速な変イヒに対し 1事 業所の努力だけでは計画達成が困難な場合もあると考えるが 今 後とも地道な取り組みを行

と考える。
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住 所
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ファクシ ミリ番 号


